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大
会
開
催
に
伴
い
、
周
辺
道
路

を
交
通
規
制
し
ま
す
。
規
制
や
う

回
等
は
、
現
地
係
員
の
指
示
に
従

っ
て
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
規
制
日
時

２
月

日
抄
午
前

１１

９
時

分
～

時

分

１５

１１

３０

●
規
制
箇
所

デ
ン
パ
ー
ク
周
辺

（
左
図
参
照
）

●
そ
の
他

駅
伝
大
会
コ
ー
ス
へ

は
、
自
転
車
の
進
入
も
不
可

●
問
合
せ

ス
ポ
ー
ツ
課（
緯〈

〉
７５

３
５
３
５
）

■
デ
ン
パ
ー
ク
無
料
デ
ー

当
日
は
午
前
８
時
か
ら
、
無
料

で
入
園
で
き
ま
す
。

●
問
合
せ

デ
ン
パ
ー
ク（
緯〈

〉
９２

交通規制図

７
１
１
１
）

■
あ
ん
く
る
バ
ス
の
規
制

規
制
中
、
次
の
バ
ス
停
に
は
停

車
し
ま
せ
ん
。
上
之
切
止
南
部
線

３
・
５
便

和
泉
北
止
南
部
線
３

～
５
便

●
問
合
せ

都
市
計
画
課（
緯〈

〉
７１

２
２
４
３
）あんくるバスの規制

（停車しないバス停）
南部線３便（０９：１２）

５便（１０：５１）上之切

南部線３便（０９：１４）
４便（１０：０３）
５便（１０：５３）

和泉北

第

回
安
城
市
民
デ
ン
パ
ー
ク
駅
伝
大
会
の
交
通
規
制

３３
と
デ
ン
パ
ー
ク
無
料
デ
ー

第

回
デ
ン
パ
ー
ク
フ
ォ
ト
コ
ン

１２
テ
ス
ト
優
秀
作
品
展

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
・

入
選
作
品（
園
内
の
花
々
、
風
景
、

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
む
人
々
の
表
情

等
）を
展
示
し
ま
す
。

●
日
時

２
月

日
昌
～

日
掌

１４

２５

●
場
所

デ
ン
パ
ー
ク

●
費
用

入
園
料

■問
▼
デ
ン
パ
ー
ク

（
緯〈

〉７
１
１
１
）

９２

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
行
っ
て

い
る
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
工
事
現

場
で
、
工
事
状
況
の
説
明
会
を
行

い
ま
す
。
ス
ク
リ
ー
ン
の
組
み
立

て
体
験
も
で
き
ま
す
。

●
日
時

３
月

日
掌

２５

①
午
前

時

分
～

時

分

１０

３０

１１

３０

②
午
後
１
時

分
～
２
時

分

３０

３０

③
午
後
３
時

分
～
４
時

分

１５

１５

●
場
所

文
化
セ
ン
タ
ー

●
講
師

株
式
会
社
五
藤
光
学
研

究
所

●
対
象

市
内
在
住
の
小
学
生

（

歳
以
上
の
保
護
者
同
伴
）

２０※
保
護
者
１
人
に
つ
き
小
学
生
２

人
ま
で
。

※
小
学
生
未
満
は
参
加
不
可
。

●
定
員

各
回

人（
定
員
を
超

３０

え
た
場
合
は
抽
選
）

●
注
意
事
項

暫
当
日
撮
影
す
る
写
真
を
広
報
紙

や
市
H
P
等
に
掲
載
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

暫
現
場
内
は
段
差
や
ほ
こ
り（
粉

じ
ん
等
）が
舞
う
環
境
と
な
り
ま
す
。

運
動
靴
、
動
き
や
す
く
汚
れ
て
も

い
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

暫
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
軍
手
は
用
意
し

ま
す
。

●
申
込
み

２
月
１
日
昭
午
前
９

時
～

日
昭
午
後
５
時
に
市
H
P

１５

か
、
あ
い
ち
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム

H
P
か
ら「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
現

場
見
学
会
」を
検
索
し
、
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
下
記
Q
R

コ
ー
ド
か
ら
も

申
込
可
。

■問
▼
生
涯
学
習
課

（
緯〈

〉１
５
１
５
）

７６

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
現
場
見
学
会
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●
定
員

人
程
度（
定
員
を
超

２０

え
た
場
合
は
抽
選
）

●
費
用

１
万
５

０
０
０
円（
苗
・
肥

料
・
保
険
を
含
む
）

②
一
坪
農
園
春
夏
野
菜
づ
く
り

●
日
時

４
月

日
松
、
５
月
５

２１

日
抄
・

日
松
・

日
松
、
６
月

１９

２６

９
日
松
・

日
松
午
前

時
か
ら

３０

１０

１
時
間
程
度（
全
６
回
）

※
４
月

日
は
午
前

時

分
終

２１

１１

３０

了
予
定
。
５
月

日
は
午
後
１

１９

時

分
開
始
予
定
。

３０

※
野
菜
の
生
育
状
況
等
に
よ
り
、

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
内
容

３
釈
程
度
の
畑
で
ト
マ

ト
、
ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
等
、
５
種

類
程
の
野
菜
の
植
付
・
管
理
・
収

穫
等
の
作
業
。
器
具
や
資
材
等
は

セ
ン
タ
ー
で
用
意

●
対
象

市
内
在
住
者

●
定
員

組（
定
員
を
超
え
た

２０

場
合
は
抽
選
）

●
費
用

１
組
１

５
０
０
円（
種
子
・

苗
・
保
険
を
含
む
）

①
・
②
共
通
事
項

●
場
所

ア
グ
リ
ラ
イ
フ
支
援
セ

ン
タ
ー

●
申
込
み

２
月

日
掌
ま
で
の

１８

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

３０

１５

（
捷
抄
承
を
除
く
）に

①
糸
受
講

申
込
書
を
持
参
か
郵
送（
必
着
）で

ア
グ
リ
ラ
イ
フ
支
援
セ
ン
タ
ー（
〒

－

１
２
０
１
石
井
町
辻
原

－

４４４

１３１

２
）へ
②
糸
代
表
者
の
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
、
参
加
者
数（
代

表
者
含
む
大
人
、
子
ど
も
の
人
数
）

を
郵
送（
必
着
）・
電
話
・
フ
ァ
ク

ス
・
E
メ
ー
ル
で
ア
グ
リ
ラ
イ
フ

支
援
セ
ン
タ
ー（
〒

－

１
２
０

４４４

１
石
井
町
辻
原

－

２
／
緯〈

〉

１３１

９２

６
２
０
０
／
胃〈

〉６
１
２
２
／

９２

agrilife@
city.anjo.lg.jp

）へ

※
①
の
申
込
書
は
同
セ
ン
タ
ー
・

農
務
課
・
各
地
区
公
民
館
・
市

H
P
等
で
配
布
。

※
各
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
も
申
込
可
。

①
野
菜
づ
く
り
入
門
コ
ー
ス

●
日
時

開
講
式
糸
４
月
３
日
昇

研
修
期
間
糸
４
月
５
日
昭
～
８
月

３
日
晶

●
内
容

春
夏
野
菜
の
栽
培
実
習
、

農
業
関
連
施
設
の
視
察
等

●
対
象

市
内
在
住
で
畑
の
管
理

作
業
等
が
で
き
る
健
康
な
人

野
菜
づ
く
り
入
門
コ
ー
ス
・
一
坪

農
園
の
受
講
生
を
募
集

■問
▼
ア
グ
リ
ラ
イ
フ
支
援

セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉６
２
０
０
）

９２

昨
年
六
月
に
ア
ン
フ
ォ
ー
レ

が
オ
ー
プ
ン
し
、
早
や
八
カ
月

が
過
ぎ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の

間
、
私
は
利
用
状
況
が
気
に
な

り
、
公
務
の
合
間
を
ぬ
っ
て

時
々
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
の
巡
回
を

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
以
降
、
幅
広
い
世

代
の
皆
さ
ん
が
、
様
々
な
形
で

利
活
用
く
だ
さ
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
特
に
私
は
、
幼
児

か
ら
学
生
と
い
っ
た
明
日
を
担

う
若
い
世
代
が
、
本
を
読
み
勉

強
を
し
友
だ
ち
と
語
り
合
う
、

そ
ん
な
光
景
を
目
の
当
た
り
に

し
ま
す
と
さ
さ
や
か
な
満
足
感

を
覚
え
ま
す
。

特
徴
的
な
建
物
外
観
を
な
す

市
松
模
様
は
、
内
装
か
ら
備
品

い
ち
ま
つ

に
至
る
ま
で
連
な
っ
て
お
り
、

設
計
者
の
強
い
こ
だ
わ
り
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。
田
園
都
市
・
安

城
を
四
角
い
水
田
の
集
合
体
と

イ
メ
ー
ジ
し
、
ア
ン
フ
ォ
ー
レ

の
基
本
デ
ザ
イ
ン
が
生
ま
れ
た

と
お
聞
き
し
ま
し
た
。
東
京
五

輪
の
シ
ン
ボ
ル
デ

ザ
イ
ン
に
も
市
松

模
様
が
採
用
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
か

ら
さ
ら
に
そ
の
デ

ザ
イ
ン
で
注
目
さ

れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

更
生
病
院
が
、

現
在
の
地
に
移
転

し
た
の
は
平
成
十

四
年
の
春
で
す
。

そ
の
後
、
ま
ず
は

跡
地
周
辺
の
都
市

基
盤
整
備
を
進
め

る
こ
と
と
し
、
多

く
の
民
家
や
商
店

の
移
転
を
お
願
い

申
し
上
げ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
地
域

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
新

し
い
道
路
や
公
園
を
整
備
で
き
、

災
害
に
強
い
良
好
な
ま
ち
が
形

成
さ
れ
、
そ
の
延
長
上
に
よ
う

や
く
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
を
建
設
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

「
ロ
ー
マ
は
一
日
に
し
て
な

ら
ず
」と
言
い
ま
す
が
、
安
城

の
ま
ち
も
同
様
で
、
優
れ
た
都

市
環
境
の
実
現
に
は
、
住
民
の

合
意
形
成
の
た
め
、
あ
る
一
定

の
歳
月
は
不
可
欠
と
い
う
の
が
、

私
の
ま
ち
づ
く
り
の
経
験
に
よ

る
実
感
で
す
。
ア
ン
フ
ォ
ー
レ

と
そ
の
周
辺
整
備
は
、
議
論
の

積
み
重
ね
と
関
係
者
の
強
い
使

命
感
に
よ
っ
て
進
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

今
で
は
耳
慣
れ
た「
ア
ン
フ

ォ
ー
レ
」と
い
う
愛
称
は
、
安

城
の「
ア
ン
」と
森
を
意
味
す
る

フ
ラ
ン
ス
語
の「
フ
ォ
ー
レ
」か

ら
な
る
造
語
で
、
公
募
に
よ
っ

て
選
ば
れ
ま
し
た
。
ア
ン
フ
ォ

ー
レ
が
未
来
に
向
け
て
、
安
城

の
ま
ち
の
新
し
い
文
化
の
森
に

成
長
す
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ

て
い
ま
す
。
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大
会
開
催
に
伴
い
、
周
辺
道
路

を
交
通
規
制
し
ま
す
。
規
制
や
う

回
等
は
、
現
地
係
員
の
指
示
に
従

っ
て
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
規
制
日
時

２
月

日
抄
午
前

１１

９
時

分
～

時

分

１５

１１

３０

●
規
制
箇
所

デ
ン
パ
ー
ク
周
辺

（
左
図
参
照
）

●
そ
の
他

駅
伝
大
会
コ
ー
ス
へ

は
、
自
転
車
の
進
入
も
不
可

●
問
合
せ

ス
ポ
ー
ツ
課（
緯〈

〉
７５

３
５
３
５
）

■
デ
ン
パ
ー
ク
無
料
デ
ー

当
日
は
午
前
８
時
か
ら
、
無
料

で
入
園
で
き
ま
す
。

●
問
合
せ

デ
ン
パ
ー
ク（
緯〈

〉
９２

交通規制図

７
１
１
１
）

■
あ
ん
く
る
バ
ス
の
規
制

規
制
中
、
次
の
バ
ス
停
に
は
停

車
し
ま
せ
ん
。
上
之
切
止
南
部
線

３
・
５
便

和
泉
北
止
南
部
線
３

～
５
便

●
問
合
せ

都
市
計
画
課（
緯〈

〉
７１

２
２
４
３
）あんくるバスの規制

（停車しないバス停）
南部線３便（０９：１２）

５便（１０：５１）上之切

南部線３便（０９：１４）
４便（１０：０３）
５便（１０：５３）

和泉北

第

回
安
城
市
民
デ
ン
パ
ー
ク
駅
伝
大
会
の
交
通
規
制

３３
と
デ
ン
パ
ー
ク
無
料
デ
ー

第

回
デ
ン
パ
ー
ク
フ
ォ
ト
コ
ン

１２
テ
ス
ト
優
秀
作
品
展

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
・

入
選
作
品（
園
内
の
花
々
、
風
景
、

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
む
人
々
の
表
情

等
）を
展
示
し
ま
す
。

●
日
時

２
月

日
昌
～

日
掌

１４

２５

●
場
所

デ
ン
パ
ー
ク

●
費
用

入
園
料

■問
▼
デ
ン
パ
ー
ク

（
緯〈

〉７
１
１
１
）

９２

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
行
っ
て

い
る
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
工
事
現

場
で
、
工
事
状
況
の
説
明
会
を
行

い
ま
す
。
ス
ク
リ
ー
ン
の
組
み
立

て
体
験
も
で
き
ま
す
。

●
日
時

３
月

日
掌

２５

①
午
前

時

分
～

時

分

１０

３０

１１

３０

②
午
後
１
時

分
～
２
時

分

３０

３０

③
午
後
３
時

分
～
４
時

分

１５

１５

●
場
所

文
化
セ
ン
タ
ー

●
講
師

株
式
会
社
五
藤
光
学
研

究
所

●
対
象

市
内
在
住
の
小
学
生

（

歳
以
上
の
保
護
者
同
伴
）

２０※
保
護
者
１
人
に
つ
き
小
学
生
２

人
ま
で
。

※
小
学
生
未
満
は
参
加
不
可
。

●
定
員

各
回

人（
定
員
を
超

３０

え
た
場
合
は
抽
選
）

●
注
意
事
項

暫
当
日
撮
影
す
る
写
真
を
広
報
紙

や
市
H
P
等
に
掲
載
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

暫
現
場
内
は
段
差
や
ほ
こ
り（
粉

じ
ん
等
）が
舞
う
環
境
と
な
り
ま
す
。

運
動
靴
、
動
き
や
す
く
汚
れ
て
も

い
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

暫
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
軍
手
は
用
意
し

ま
す
。

●
申
込
み

２
月
１
日
昭
午
前
９

時
～

日
昭
午
後
５
時
に
市
H
P

１５

か
、
あ
い
ち
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム

H
P
か
ら「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
現

場
見
学
会
」を
検
索
し
、
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
下
記
Q
R

コ
ー
ド
か
ら
も

申
込
可
。

■問
▼
生
涯
学
習
課

（
緯〈

〉１
５
１
５
）

７６

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
現
場
見
学
会
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●
定
員

人
程
度（
定
員
を
超

２０

え
た
場
合
は
抽
選
）

●
費
用

１
万
５

０
０
０
円（
苗
・
肥

料
・
保
険
を
含
む
）

②
一
坪
農
園
春
夏
野
菜
づ
く
り

●
日
時

４
月

日
松
、
５
月
５

２１

日
抄
・

日
松
・

日
松
、
６
月

１９

２６

９
日
松
・

日
松
午
前

時
か
ら

３０

１０

１
時
間
程
度（
全
６
回
）

※
４
月

日
は
午
前

時

分
終

２１

１１

３０

了
予
定
。
５
月

日
は
午
後
１

１９

時

分
開
始
予
定
。

３０

※
野
菜
の
生
育
状
況
等
に
よ
り
、

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
内
容

３
釈
程
度
の
畑
で
ト
マ

ト
、
ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
等
、
５
種

類
程
の
野
菜
の
植
付
・
管
理
・
収

穫
等
の
作
業
。
器
具
や
資
材
等
は

セ
ン
タ
ー
で
用
意

●
対
象

市
内
在
住
者

●
定
員

組（
定
員
を
超
え
た

２０

場
合
は
抽
選
）

●
費
用

１
組
１

５
０
０
円（
種
子
・

苗
・
保
険
を
含
む
）

①
・
②
共
通
事
項

●
場
所

ア
グ
リ
ラ
イ
フ
支
援
セ

ン
タ
ー

●
申
込
み

２
月

日
掌
ま
で
の

１８

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

３０

１５

（
捷
抄
承
を
除
く
）に

①
糸
受
講

申
込
書
を
持
参
か
郵
送（
必
着
）で

ア
グ
リ
ラ
イ
フ
支
援
セ
ン
タ
ー（
〒

－

１
２
０
１
石
井
町
辻
原

－

４４４

１３１

２
）へ
②
糸
代
表
者
の
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
、
参
加
者
数（
代

表
者
含
む
大
人
、
子
ど
も
の
人
数
）

を
郵
送（
必
着
）・
電
話
・
フ
ァ
ク

ス
・
E
メ
ー
ル
で
ア
グ
リ
ラ
イ
フ

支
援
セ
ン
タ
ー（
〒

－

１
２
０

４４４

１
石
井
町
辻
原

－

２
／
緯〈

〉

１３１

９２

６
２
０
０
／
胃〈

〉６
１
２
２
／

９２

agrilife@
city.anjo.lg.jp

）へ

※
①
の
申
込
書
は
同
セ
ン
タ
ー
・

農
務
課
・
各
地
区
公
民
館
・
市

H
P
等
で
配
布
。

※
各
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
も
申
込
可
。

①
野
菜
づ
く
り
入
門
コ
ー
ス

●
日
時

開
講
式
糸
４
月
３
日
昇

研
修
期
間
糸
４
月
５
日
昭
～
８
月

３
日
晶

●
内
容

春
夏
野
菜
の
栽
培
実
習
、

農
業
関
連
施
設
の
視
察
等

●
対
象

市
内
在
住
で
畑
の
管
理

作
業
等
が
で
き
る
健
康
な
人

野
菜
づ
く
り
入
門
コ
ー
ス
・
一
坪

農
園
の
受
講
生
を
募
集

■問
▼
ア
グ
リ
ラ
イ
フ
支
援

セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉６
２
０
０
）

９２

昨
年
六
月
に
ア
ン
フ
ォ
ー
レ

が
オ
ー
プ
ン
し
、
早
や
八
カ
月

が
過
ぎ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の

間
、
私
は
利
用
状
況
が
気
に
な

り
、
公
務
の
合
間
を
ぬ
っ
て

時
々
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
の
巡
回
を

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
以
降
、
幅
広
い
世

代
の
皆
さ
ん
が
、
様
々
な
形
で

利
活
用
く
だ
さ
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
特
に
私
は
、
幼
児

か
ら
学
生
と
い
っ
た
明
日
を
担

う
若
い
世
代
が
、
本
を
読
み
勉

強
を
し
友
だ
ち
と
語
り
合
う
、

そ
ん
な
光
景
を
目
の
当
た
り
に

し
ま
す
と
さ
さ
や
か
な
満
足
感

を
覚
え
ま
す
。

特
徴
的
な
建
物
外
観
を
な
す

市
松
模
様
は
、
内
装
か
ら
備
品

い
ち
ま
つ

に
至
る
ま
で
連
な
っ
て
お
り
、

設
計
者
の
強
い
こ
だ
わ
り
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。
田
園
都
市
・
安

城
を
四
角
い
水
田
の
集
合
体
と

イ
メ
ー
ジ
し
、
ア
ン
フ
ォ
ー
レ

の
基
本
デ
ザ
イ
ン
が
生
ま
れ
た

と
お
聞
き
し
ま
し
た
。
東
京
五

輪
の
シ
ン
ボ
ル
デ

ザ
イ
ン
に
も
市
松

模
様
が
採
用
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
か

ら
さ
ら
に
そ
の
デ

ザ
イ
ン
で
注
目
さ

れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

更
生
病
院
が
、

現
在
の
地
に
移
転

し
た
の
は
平
成
十

四
年
の
春
で
す
。

そ
の
後
、
ま
ず
は

跡
地
周
辺
の
都
市

基
盤
整
備
を
進
め

る
こ
と
と
し
、
多

く
の
民
家
や
商
店

の
移
転
を
お
願
い

申
し
上
げ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
地
域

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
新

し
い
道
路
や
公
園
を
整
備
で
き
、

災
害
に
強
い
良
好
な
ま
ち
が
形

成
さ
れ
、
そ
の
延
長
上
に
よ
う

や
く
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
を
建
設
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

「
ロ
ー
マ
は
一
日
に
し
て
な

ら
ず
」と
言
い
ま
す
が
、
安
城

の
ま
ち
も
同
様
で
、
優
れ
た
都

市
環
境
の
実
現
に
は
、
住
民
の

合
意
形
成
の
た
め
、
あ
る
一
定

の
歳
月
は
不
可
欠
と
い
う
の
が
、

私
の
ま
ち
づ
く
り
の
経
験
に
よ

る
実
感
で
す
。
ア
ン
フ
ォ
ー
レ

と
そ
の
周
辺
整
備
は
、
議
論
の

積
み
重
ね
と
関
係
者
の
強
い
使

命
感
に
よ
っ
て
進
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

今
で
は
耳
慣
れ
た「
ア
ン
フ

ォ
ー
レ
」と
い
う
愛
称
は
、
安

城
の「
ア
ン
」と
森
を
意
味
す
る

フ
ラ
ン
ス
語
の「
フ
ォ
ー
レ
」か

ら
な
る
造
語
で
、
公
募
に
よ
っ

て
選
ば
れ
ま
し
た
。
ア
ン
フ
ォ

ー
レ
が
未
来
に
向
け
て
、
安
城

の
ま
ち
の
新
し
い
文
化
の
森
に

成
長
す
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ

て
い
ま
す
。



広報あんじょう 2018.2.1 霞

参加費定員対象時間曜日教室名
３,６００円３０人小学生（初心者）午後７時～９時金卓球

体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル

２,９００円５０人女性午後１時３０分～３時木ストレッチヨガ
４,２００円３０人女性（初心者）午前１０時～正午木ソフトテニス
３,０００円３０人一般午前１０時～正午金健康体操
２,９００円３０人一般午前１０時～正午金エンジョイエクササイズ
４,８００円２５人一般（初心者）午後７時～９時土ラージボール卓球
４,０００円２５人一般（初心者）午前１０時３０分～正午火エアロビクス
３,２００円３０人６０歳以上午後１時３０分～３時火シルバースクール
３,１００円４５人一般午後３時～４時３０分火太極拳

４,３００円各２５組２歳～未就園児と保
護者

①午前１０時～１１時３０分
②午前１１時３０分～午後１時木ふれあい親子スクール

４,０００円４５組１歳６カ月～未就園
児と保護者午前１０時～１１時３０分金親子からだあそびとママエアロ

２,６００円１２０人小学４～６年生午前９時３０分～１１時３０分土陸上

体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
教
室

３,０００円６０人小学３～６年生午前１０時～正午土ジュニアソフトテニス
３,７００円７５人小学４～６年生午後７時～９時水バスケットボール
４,７００円４０人小学４～中学３年生午後５時～７時木バレーボール
５,０００円３５人小学４～中学３年生午後５時～７時土ジュニアバドミントン
３,７００円２０人年長～小学６年生午後５時３０分～７時土柔道
３,８００円３０人年中～小学６年生午前１０時３０分～正午土空手
４,８００円３０人小学生午後５時２０分～７時土ジュニア硬式テニス
５,０００円４０人女性（初心者）午前１０時～正午金卓球
５,８００円４０人女性午前１０時～正午水バドミントン（女性）
５,０００円３０人女性（初心者）午前１０時～正午木インディアカ
５,８００円４０人一般午後７時～９時火バドミントン（一般）
①５,８００円
②５,０００円１０人①一般

②中学生午後７時～９時水弓道

①５,８００円
②５,０００円１０人①一般

②中学生午後３時～５時土
日アーチェリー

４,７００円２０人１８歳以上午後７時３０分～９時金硬式テニス（初級）
４,７００円２０人１８歳以上午後７時３０分～９時金硬式テニス（中級）

※期間は４～６月又は４～７月。祝日は開催しません。
※中学生以下は年間８００円のスポーツ保険料が別途必要。一般（高校生を含む１６歳以上）は参加費に保険料を含む。
※定員に達しないスクール・教室は、２月２４日松午前９時から再受付（先着順）。

体育館スポーツスクール・体育協会スポーツ教室（１期）
●とき・内容・対象・定員・参加費 下表のとおり
※いずれも市内在住・在勤・在学者。
※定員を超えた場合は抽選。

●申込み ２月６日昇～１８日掌午前９時～午後５時に、野球場Ａ面スタンド下で申込むか、住所・氏名・電話番
号・教室名を記入したものと、８２円切手を貼った返信用封筒を、「スポーツスクール・教室申込み」と明記した封
筒に入れて、郵送（消印有効）で市体育協会（〒４４６－００６１新田町新定山４１－８）へ

■問 ▼市体育協会
（緯〈７５〉５１８２）
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ア
ン
フ
ォ
ー
レ
で
の
市

民
活
動
を
よ
り
魅
力
あ
る

も
の
に
す
る
た
め
、
ア
ン

フ
ォ
ー
レ
で
活
動
を
し
た

こ
と
が
あ
る
団
体
向
け
に
、

活
動
に
関
す
る
公
開
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

相
談
会
は
誰
で
も
聴
講

で
き
ま
す
。
市
民
活
動
を

行
っ
て
い
る
団
体
は
、
活

動
の
参
考
の
た
め
に
も
、

ぜ
ひ
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

●
日
時

２
月

日
掌
午

１８

後
１
時
～
６
時

●
場
所

ア
ン
フ
ォ
ー
レ

●
内
容
・
講
師

下
表
の

団
体
の
活
動
内
容
・
相
談

内
容
に
つ
い
て
、
団
体
・

山
崎
亮
氏（studio-L

代

表
）・studio-L

ス
タ
ッ
フ

が
と
も
に
ア
イ
デ
ィ
ア
を

出
し
合
い
、
活
動
の
ブ
ラ

ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
り
ま

す■問
▼
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
課

（
緯〈

〉６
１
１
１
）

７６

主な相談内容主な活動内容団体名時間
・行政や企業とどのように連携したらよいか？
・まちを盛り上げていきたいという想いを広げていく
には？

毎月１日にアンフォーレマ
ルシェを開催する等、市内
外でマルシェを開催

FEEL
FREE

午後１時～
２時

・集客方法、楽しんでもらうために必要な工夫とは？
・メンバーのモチベーションの高め方や仲間集めの方法
・まちなかとの連携方法

商店街をめぐるアートツ
アーやアートピクニック等
を開催

Team
おしゃピ
ク

午後２時１５
分～３時１５
分

・メンバー内の意見集約、人員の維持等団体の管理方法
・行政や企業との連携、地元メディアの巻き込み方
・運営費用の捻出方法

三河地区のパパママ子育て
世代を盛り上げるイベント
開催やコミュニティづくり

パパママ
幸せ実行
委員会

午後３時３０
分～４時３０
分

・多世代が楽しめる内容にするには？
・魅力ある企画づくり、PR方法、参加者満足度の高め方
・メンバーがやりがいをもって活動するには？

南吉作品の普及のため、朗
読会を開催。ピアノ・影絵
等とのコラボレーションも

南吉朗読
ででむし
会

午後４時４５
分～５時４５
分

ア
ン
フ
ォ
ー
レ

市
民
活
動
公
開
相
談
会

１２月２８日、決勝戦終了のブザーが鳴り響く東京体育
館。コート上には再延長戦残り６秒で決勝点を決めら
れ、８４－８６の僅差で大阪桐蔭高校に敗れ呆然とする安
城学園高校の選手達がいました。

上村菜々美主将（３年生）は振り返
ります。「会場は興奮状態で、両チー
ムの応援団の声援が響き渡っていた
のだろうと思うのですが、思い返し
てみても、周囲の“音”の記憶があり
ません。泣き崩れる後輩に、来年が

ある、と声をかけたことを覚えています」
自打倒・岐阜女子を目標に
今大会、快進撃を続けた安城学園。最大の鍵となっ
た試合は、準々決勝・優勝候補の岐阜女子高校戦でし
た。１９０尺の外国人エースを想定し男子選手を相手に
重ねてきた練習が功を奏し、２６点差で快勝したのです。
「夏のインターハイで優勝した岐阜女子を倒すには、
日本一の練習をしなければいけません。チームで何度
も話し合い、練習内容、一人ひとりの意識、
そして生活態度まで全てを徹底的に見直し
ました。結果、自分達の甘さがたくさん見
つかったんです」
練習の精度は落ちていないか。練習メニ
ューごとの切替は素早く行えているか。あ
いさつやごみ拾い等、無関係とも思える日
常生活の行動も、部員全員で突き詰めてい
くことでチームにまとまりが生まれたとい
います。

インターハイではベスト８にとどまった安城学園が
今大会、決勝まで駒を進めたのは、そんな道程をたど
ったからこそでした。
自大応援団の声援が後押し
「大会には生徒や先生、保護者等３００人近くの応援団が
朝早く安城を出発し駆けつけてくれました。応援の力
はとても大きく、本当に心強かったです」と上村さん。
「試合を終え悔しい気持ちのまま安城に戻ってきたの
ですが、皆さんから『おめでとう』と声をかけてもらい、
私達、がんばったんだなと思えました」
沖縄や新潟等、部員の多くが県外出身者で、２人一
部屋の寮生活を３年間送ってきました。３年生は今大
会を最後に、バスケ漬けの生活から引退です。
今大会は２年生の活躍もすばらしく、チームの飛躍
に大きく貢献しました。優勝への渇望は誰よりも強い
であろう安城学園の新チームが、先輩があと一歩及ば
なかった一番の高みまでたどり着くことができるのか。
今から期待は高まります。

上村さ上村さんん

第７０回全国高等学校
バスケットボール選手権大会準優勝

決勝戦後、部員全員と金子寛治顧問とで記念撮決勝戦後、部員全員と金子寛治顧問とで記念撮影影

号 外
安城学園高等学校女子バスケットボール部
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参加費定員対象時間曜日教室名
３,６００円３０人小学生（初心者）午後７時～９時金卓球

体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル

２,９００円５０人女性午後１時３０分～３時木ストレッチヨガ
４,２００円３０人女性（初心者）午前１０時～正午木ソフトテニス
３,０００円３０人一般午前１０時～正午金健康体操
２,９００円３０人一般午前１０時～正午金エンジョイエクササイズ
４,８００円２５人一般（初心者）午後７時～９時土ラージボール卓球
４,０００円２５人一般（初心者）午前１０時３０分～正午火エアロビクス
３,２００円３０人６０歳以上午後１時３０分～３時火シルバースクール
３,１００円４５人一般午後３時～４時３０分火太極拳

４,３００円各２５組２歳～未就園児と保
護者

①午前１０時～１１時３０分
②午前１１時３０分～午後１時木ふれあい親子スクール

４,０００円４５組１歳６カ月～未就園
児と保護者午前１０時～１１時３０分金親子からだあそびとママエアロ

２,６００円１２０人小学４～６年生午前９時３０分～１１時３０分土陸上

体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
教
室

３,０００円６０人小学３～６年生午前１０時～正午土ジュニアソフトテニス
３,７００円７５人小学４～６年生午後７時～９時水バスケットボール
４,７００円４０人小学４～中学３年生午後５時～７時木バレーボール
５,０００円３５人小学４～中学３年生午後５時～７時土ジュニアバドミントン
３,７００円２０人年長～小学６年生午後５時３０分～７時土柔道
３,８００円３０人年中～小学６年生午前１０時３０分～正午土空手
４,８００円３０人小学生午後５時２０分～７時土ジュニア硬式テニス
５,０００円４０人女性（初心者）午前１０時～正午金卓球
５,８００円４０人女性午前１０時～正午水バドミントン（女性）
５,０００円３０人女性（初心者）午前１０時～正午木インディアカ
５,８００円４０人一般午後７時～９時火バドミントン（一般）
①５,８００円
②５,０００円１０人①一般

②中学生午後７時～９時水弓道

①５,８００円
②５,０００円１０人①一般

②中学生午後３時～５時土
日アーチェリー

４,７００円２０人１８歳以上午後７時３０分～９時金硬式テニス（初級）
４,７００円２０人１８歳以上午後７時３０分～９時金硬式テニス（中級）

※期間は４～６月又は４～７月。祝日は開催しません。
※中学生以下は年間８００円のスポーツ保険料が別途必要。一般（高校生を含む１６歳以上）は参加費に保険料を含む。
※定員に達しないスクール・教室は、２月２４日松午前９時から再受付（先着順）。

体育館スポーツスクール・体育協会スポーツ教室（１期）
●とき・内容・対象・定員・参加費 下表のとおり
※いずれも市内在住・在勤・在学者。
※定員を超えた場合は抽選。

●申込み ２月６日昇～１８日掌午前９時～午後５時に、野球場Ａ面スタンド下で申込むか、住所・氏名・電話番
号・教室名を記入したものと、８２円切手を貼った返信用封筒を、「スポーツスクール・教室申込み」と明記した封
筒に入れて、郵送（消印有効）で市体育協会（〒４４６－００６１新田町新定山４１－８）へ

■問 ▼市体育協会
（緯〈７５〉５１８２）
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主な相談内容主な活動内容団体名時間
・行政や企業とどのように連携したらよいか？
・まちを盛り上げていきたいという想いを広げていく
には？

毎月１日にアンフォーレマ
ルシェを開催する等、市内
外でマルシェを開催

FEEL
FREE

午後１時～
２時

・集客方法、楽しんでもらうために必要な工夫とは？
・メンバーのモチベーションの高め方や仲間集めの方法
・まちなかとの連携方法

商店街をめぐるアートツ
アーやアートピクニック等
を開催

Team
おしゃピ
ク

午後２時１５
分～３時１５
分

・メンバー内の意見集約、人員の維持等団体の管理方法
・行政や企業との連携、地元メディアの巻き込み方
・運営費用の捻出方法

三河地区のパパママ子育て
世代を盛り上げるイベント
開催やコミュニティづくり

パパママ
幸せ実行
委員会

午後３時３０
分～４時３０
分

・多世代が楽しめる内容にするには？
・魅力ある企画づくり、PR方法、参加者満足度の高め方
・メンバーがやりがいをもって活動するには？

南吉作品の普及のため、朗
読会を開催。ピアノ・影絵
等とのコラボレーションも

南吉朗読
ででむし
会

午後４時４５
分～５時４５
分

ア
ン
フ
ォ
ー
レ

市
民
活
動
公
開
相
談
会

１２月２８日、決勝戦終了のブザーが鳴り響く東京体育
館。コート上には再延長戦残り６秒で決勝点を決めら
れ、８４－８６の僅差で大阪桐蔭高校に敗れ呆然とする安
城学園高校の選手達がいました。

上村菜々美主将（３年生）は振り返
ります。「会場は興奮状態で、両チー
ムの応援団の声援が響き渡っていた
のだろうと思うのですが、思い返し
てみても、周囲の“音”の記憶があり
ません。泣き崩れる後輩に、来年が

ある、と声をかけたことを覚えています」
自打倒・岐阜女子を目標に
今大会、快進撃を続けた安城学園。最大の鍵となっ

た試合は、準々決勝・優勝候補の岐阜女子高校戦でし
た。１９０尺の外国人エースを想定し男子選手を相手に
重ねてきた練習が功を奏し、２６点差で快勝したのです。
「夏のインターハイで優勝した岐阜女子を倒すには、
日本一の練習をしなければいけません。チームで何度
も話し合い、練習内容、一人ひとりの意識、
そして生活態度まで全てを徹底的に見直し
ました。結果、自分達の甘さがたくさん見
つかったんです」
練習の精度は落ちていないか。練習メニ

ューごとの切替は素早く行えているか。あ
いさつやごみ拾い等、無関係とも思える日
常生活の行動も、部員全員で突き詰めてい
くことでチームにまとまりが生まれたとい
います。

インターハイではベスト８にとどまった安城学園が
今大会、決勝まで駒を進めたのは、そんな道程をたど
ったからこそでした。
自大応援団の声援が後押し
「大会には生徒や先生、保護者等３００人近くの応援団が
朝早く安城を出発し駆けつけてくれました。応援の力
はとても大きく、本当に心強かったです」と上村さん。
「試合を終え悔しい気持ちのまま安城に戻ってきたの
ですが、皆さんから『おめでとう』と声をかけてもらい、
私達、がんばったんだなと思えました」
沖縄や新潟等、部員の多くが県外出身者で、２人一
部屋の寮生活を３年間送ってきました。３年生は今大
会を最後に、バスケ漬けの生活から引退です。
今大会は２年生の活躍もすばらしく、チームの飛躍
に大きく貢献しました。優勝への渇望は誰よりも強い
であろう安城学園の新チームが、先輩があと一歩及ば
なかった一番の高みまでたどり着くことができるのか。
今から期待は高まります。

上村さ上村さんん

第７０回全国高等学校
バスケットボール選手権大会準優勝

決勝戦後、部員全員と金子寛治顧問とで記念撮決勝戦後、部員全員と金子寛治顧問とで記念撮影影

号外
安城学園高等学校女子バスケットボール部


	p04
	p05
	p06
	p07



